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1. 本書は、福岡県教育委員会が日本道路公団から委託されて発掘調査を実施した、

九州横断自動車逍関係遺跡についての39冊目の報告書である。

2. 本書に収録したのは、 1985(昭和60)年度に発掘調査を行った福岡県簡蒼籠饒蒼討

なかみち いしなりく 1ま だいかんば

所在の中道・石成久保・大還端遺跡である。

3. 遺構については、実測は井上裕弘・高橋章・伊崎俊秋・小田和利・木村幾多郎・

武田光正・柏原孝俊・渡辺輝子が行い、高田一弘• 平嶋文博・目憲一・中村光恵・

後藤かみ代・萩原瑞江の援助を受けた。

写真は高橋・伊崎・小田が撮影した。

4. 出土遺物の整理は、岩瀬正信の指導のもとに、九小1-1歴史資料館および福岡県文化

課甘木事務所とで行った。鉄器については九州歴史資料館の横田義章氏のもとで保

存処理を実施した。

5. 遺物については、実測は高橋・伊崎・小田・杉原敏之・渡辺・高
瀬照美• 岡泰

子・大野愛里・辻啓子が行い、写真は北岡伸ーが撮影した。

6. 遺構・遺物の浄書は塩足里美・渡辺輝子・秋吉邦子• 井上久美子• 井上裕弘・木

下修・高橋・伊崎が行った。

7. 本書で使用した方位は、新平面直角座標系の II系に基づく座標北である。

8. 本書の挿図・付図において、住居跡はそのままの数字で示すが、掘立柱建物跡は

SB、土坑はD、甕棺墓はKの略号を番号の前に冠する場合がある。

9. 本報告書にかかる図面・写真の記録と遺物については、当分の間、九1'ト1歴史資料

館および文化課太宰府事務所・甘木事務所において保管している。

10. 本書の執筆は、 I、II、ill-A・B・D-5-d・E・F-1、N、VIを伊崎、 ill-C・D・

F-2 を高橋、 Vを小田が行った。

11. 本書の編集は高橋の支援を受けて伊崎が行った。
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図 版 目 次

［中道遺跡］

図版 l 1 中道遺跡航空写真（南から） 2 同気球写真（西から）

図 版 2 1 中道遺跡中央部気球写真 2 同上（東から）

図版 3 1 中道遺跡中央部気球写真 2 同東半部発掘前（東から）

図版 4 トレンチ (G4) ; 33・34・36号土坑

図版 5 53~56号土坑

図版 6 57・59~62号土坑

図版 7 63-66号土坑

図版 8 67~69・72号土坑

図版， 1 中道1・2号住居跡、 SB103・S WI (気球写真）

2 1号住居跡（北西から） 3 同下層

図版 10 1 1号住居跡遺物出土状態 2 同東南隅土坑（北から）

3 同炭化材

図版 11 1 2号住居跡（真上から） 2 3号住居跡（北から）

3 同西南隅付近

図版 12 1 4号住居跡（北から） 2 同下層

3 同炭化材

図版 13 1 5号住居跡（東から） 2 同下層

3 同木器出土状態

図版 14 1 6号住居跡（東北から） 2 7号住居跡（北から）

3 8号住居跡（北から）

図版 15 1 9・10号住居跡（南から） 2 同下層

3 9号住居跡（北から）

図版 16 1 10号住居跡（南から） 2 同遺物出土状態

3 同上

図版 17 1 11号住居跡（北から） 2 同下層

3 同遺物出土状態

図版 18 1 12号住居跡（北から） 2 同下層

3 II ~13号住居跡（東上空から）

図 版 19 1 13号住居跡（北から） 2 同下層

3 同遺物出土状態
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図版 20 1 14号住居跡（北から） 2 同下層

図版 21 1 14号住居跡遺物出土状態 2 14A号住居跡屋内土坑

3 14A号住居跡投弾出土状態

図版 22 I 15・16号住居跡（気球写真） 2 同（北から）

図版 23 I 17・20・107号住居跡、 30号土坑（気球写真）

2 17・107号住居跡下層（北から）

図版 24 1 18号住居跡（北から） 2 同下層

3 同萱出土状態

図版 25 1 18号住居跡遺物出土状態 2 同上

3 19・20号住居跡、 30号土坑（気球写真）

図版 26 1 20号住居跡（北から） 2 同下層

3 同遺物出土状態

図版 27 I 21号住居跡（北から） 2 同上

3 同下層

図版 28 1 21号住居跡遺物出土状態 2 同上

3 同炭化材

図版 29 1 23号住居跡（北から） 2 24号住居跡（北から）

3 25号住居跡（南から）

図版 30 I SB 1 (北から） 2 SB 2・14号土坑（東から）

3 SB 3・29号土坑（北から）

図版 31 I 1号土坑（東から） 2 7号土坑（北から）

図版 32 I . 11号土坑（東から） 2 12号土坑（南から）

図版 33 I 13号土坑（北から） 2 16号土坑（北から）

図版 34 4・5・9・10・14号土坑

図版 35 18・21・22・24・25号土坑

図版 36 26~28・31号土坑

図版 37 37~40号土坑

図版 38 41・42・45~47号土坑

図版 39 1 48号土坑（北から） 2 1号円形周溝遺構（真上から）

3 15号土坑（南から）

図版 40 1 1号甕棺墓（西南から） 2 2号甕棺墓（南から）

3 3号甕棺墓（東から）

図版 41 中道遺跡出土押型文土器 l
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図版 42 中道遺跡出土押型文土器 2

図版 43 中道遺跡出土旧石器、縄文土器・石器

図版 44 中道遺跡出土弥生土器 l

図版 45 中道遺跡出土弥生土器2

図版 46 中道遺跡出土弥生土器 3

図版 47 中道遺跡出土弥生土器4

図版 48 中道遺跡出土弥生土器 5

図版 49 中道遺跡出土弥生土器 6

図版 50 中道遺跡出土弥生土器 7

図版 51 中道遺跡出土弥生土器 8

図版 52 中道遺跡出土弥生土器 9

図版 53 中道遺跡出土弥生土器10

図版 54 中道遺跡出土弥生土器II 

図版 55 中道遺跡出土弥生土製品・石器

図版 56 中道遺跡出土石器・鉄器・ 籾痕土器

図版 57 1 101・102号住居跡（南から） 2 101号住居跡カマド（南から）

3 103号住居跡（南から）

図版 58 1 104号住居跡（南から） 2 同上下層（南から）

3 同上カマド

図版 59 I 105号住居跡（南から） 2 同上下層（南から）

3 同上カマド及び土器出土状態（南から）

図版 60 1 106号住居跡（北から） 2 同上下層（北から）

3 同上カマド，（南から）

図版 61 1 101号建物跡（南から） 2 102号建物跡（南から）

3 103号建物跡（西から）

図版 62 中道遺跡古墳時代住居跡出土土器 1

図版 63 中道遺跡古墳時代住居跡出土土器 2

図版 64 I 107号住居跡周辺（気球写真） 2 107号住居跡周辺（北から）

図版 65 1 107号住居跡（北から） 2 同上下層（北から）

図版 66 1 108号住居跡下層（南から） 2 同上カマド（南から）

3 109号住居跡下層（北から）

図版 67 1 I IO号住居跡（南から） 2 同上下層（南から）

図版 68 1 110号住居跡カマド（南から） 2 111 ~123号住居跡（北から）
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図版 69 111 ~123号住居跡（気球写真）

図版 70 1 116-121号住居跡（気球写真） 2 111~122号住居跡（気球写真）

図版 71 I 111~115号住居跡（南から） 2 同上下層（南から）

図版 72 1 114号住居跡カマド（東から） 2 115号住居跡カマド（南から）

図版 73 I 116-122号住居跡下層（南から） 2 117号住居跡カマド（南から）

3 118号住居跡カマド（南から）

図版 74 1 117・118・120号住居跡（南から） 2 同上下層（南から）

図版 75 1 122号住居跡（南から） 2 120号住居跡カマド（南から）

3 122号住居跡カマド（南から）

図版 76 I 123号住居跡（東から） 2 同上下層（東から）

3 同上カマド（東から）

図版 77 I 124号住居跡（南から） 2 同上下層（南から）

図版 78 I 125~ 127号住居跡遠景 2 125・126号住居跡（南から）

図版 79 I 126号住居跡（南から） 2 127号住居跡（南から）

図版 80 I 調査区東半遠景（西から） 2 128~ 134号住居跡遠景（北から）

図版 81 I 128~ 132号住居跡（南から） 2 128-130号住居跡（南から）

3 131号住居跡カマド（南から）

図版 82 I 132号住居跡（南から） 2 同上カマド（南から）

3 同上カマド（南から）

図版 83 1 133・134号住居跡（南から） 2 134号住居跡カマド（南から）

図版 84 I 104号建物跡（北から） 2 105号建物跡（北から）

3 106号建物跡（西から）

図版 85 1 107・108号建物跡（気球写真） 2 109号建物跡（北から）

図版 86 I 110~113号建物跡（気球写真） 2 110・Ill号建物跡（西から）

図版 87 I 112号建物跡（西から） 2 113号建物跡（西から）

3 114号建物跡（西から）

図版 88 I 115・116号建物跡（東から） 2 115号建物跡（北から）

図版 89 I 116号建物跡（北から） 2 117号建物跡（北から）

3 118・119号建物跡（北から）

図版 90 I 120号建物跡（西から） 2 121号建物跡（東から）

3 122号建物跡（南から）

図版 91 I 30号土坑（西から） 2 32号土坑（東から）

3 35号土坑（東から）
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図版 92 1 43・44号土坑（東南から） 2 43・44号土坑土層（西南から）

図版 93 1 49・50号土坑（東から） 2 51・52号土坑（北東から）

3 58号土坑（東から）

図版 94 1 71号土坑（北から） 2 75号土坑（南から）

図版 95 1 1号溝土層断面 2 2 1号溝瓦器出土状態

図版 96 中道遺跡出土奈良時代土器 1

図版 97 中道遺跡出土奈良時代土器2

図版 98 中道遺跡出土奈良時代土器3

図版 99 中道遺跡出土奈良時代・中世土器

図 版 100 中道遺跡出土製塩土器

図版 101 中道遺跡出土製塩土器・奈良時代土製品

図版 102 1 中道遺跡出土奈良時代石器 2 中道遺跡出土奈良時代鉄器

［石成久保遺跡］

図版 103 1 石成久保遺跡 I区全景（東から） 2 同上（東から）

3 同 II区全景（西から）

図版 104 1 1号住居跡カマド（南から） 2 同上

3 2号住居跡（南から）

図・版 105 1 2号住居跡カマド（南から） 2 2号住居跡遺物出土状態

3 同上

図版 106 1 SB 1 (東から） 2 SB 2 (南から）

3 SB 3 (北から） 4 SB 4 (南から）

図版 107 1 S X 1 (南から） 2 S X 2 (北から）

3 S X 3 (東南から）

図版 108 SK 6 (南から） ・SK 1 (西から）と石成久保遺跡出土遺物

［大還端遺跡］

図版 109 1 大還端遺跡西半部全景（北西から） 2 大還端遺跡東半部全景（南東から）

図版 110 1 1号住居跡（東から） 2 同貼床掘下げ後（東から）

図版 111 1 2号住居跡（東から 2 同貼床掘下げ後（東から）

図版 112 1 1号住居跡カマド（南東から） 2 2号住居跡カマド（東から）

図版 113 1 1号建物跡（北東から） 2 2号建物跡（南東から）

図版 114 1 3号建物跡（南西から） 2 1号竪穴遺構（北から）

図版 115 1 南西端土墟墓群全景（東から）

2 14・15・18~24・27号土城墓（東から）
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図版 116

図版 117

図 版 118

図版 I19 

図版 120

図版 121

図版 122

図版 123

図版 124

第 241 図

第 242 図

第 243 図

第 244 図

第 245 図

第 246 図

第 247 図

第 248 図

第 249 固

第 250 図

第 251 図

I 1号土堀墓（東から） 2 2号土壊墓（東から）

3 3号土壊墓（北から） 4 4号土城墓（北東から）

I 5号土堀墓（東から） 2 6号土渡墓（西から）

3 7号土堀墓（西から） 4 8号土堀墓（北東から）

I 9号土堀墓（西から） 2 10号土堀墓（西から）

3 11号土堀墓（北から） 4 12・13号土渡墓（西から）

I 14号土壊墓（北東から） 2 15号土堀墓（西から）

3 16号土堀墓（西から） 4 17号土城墓（北から）

I 18号土城墓（西から） 2 19号土壊墓（北東から）

3 20号土堀墓（北東から） 4 21号土壊墓（南から）

I 22号土渡墓（南西から） 2 23号土堀墓（南西から）

3 24号土堀墓（北東から） 4 25号土壊墓（北から）

I 26号土壊墓（西から） 2 27号土壊墓（西から）

3 28・29号土渡墓（南東から） 4 30号土堀墓（南東から）

I 31号土堀墓（北から） 2 32号土渡墓（東から）

3 33号土渡墓（北から） 4 34号土堀墓（北から）

大還端遺跡出土土器
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w 石成久保遺跡の調査

［概要］

石成久保遺跡は横断道のカルバートボックスを挟んで西側を I区、東側を II区とした。調査

面積は I区が2660m'、II区が2860面で合計5520面である。この両区については関連した遺跡と

みてよいだろう。 II区のすぐ東側に中道遺跡があるが、この両遺跡間にはごく浅い谷が入り込

んでいて、とくに弥生時代・古墳～奈良時代においては両者が一連の集落であったとしても、

同一の集団ではなかったことを示しているといえよう。

各区ごとに検出された主な遺構は次のとおりであるが、 I区における SKとした土坑は先の

太平洋戦争後に掘られた「いも貯蔵穴」とみられる。また、住居跡などの遺構検出面が黄褐色

土層であったことから、両区にグリッドを設定して掘り下げてみた。落し穴状遺構については

旧石器・縄文時代の所産とする確証はないが、その項にて説明する。

[ I区］ 竪穴住居跡 2軒 [ II区］ 掘立柱建物跡 2棟

掘立柱建物跡 2棟 落し穴状遺構 (SX) 1基

焼土坑 1基 土坑 (SX) 1基

土坑 (SK) 39基 溝 (SD・SR) 4条

溝 (SD) 1条

A. 旧石器・縄文時代の遺構と遣物

1. 落し穴状遺構

この時期ものとする確証はないが、 Il区の北西端部にあった。

S X 3 (図版107、第254図）

SE4の北方にある。長軸220cm、短軸140cmの隅円長方形プラン内の南寄りに、床面の主軸

長95cm、幅60cmの坑が穿たれている。深さは検出面から95cm。主軸方位はN-36°-E。出土遺

物はない。

2. その他

I区.II区ともにその北西部にグリッド・トレンチを設けた。その土層は第244図に見るよう
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第242図 石成久保 I区遺構配置図 (1/400)
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第243図 石成久保II区遺構配置図 (J/400)
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1 茶褐色粘11土（一部開色）
2 黄褐色粘質土
3 黄色ローム
4 貨色砂礫混りのローム

第244図 石成久保 I区グリッド土層実測図 (!/80)

<> 2 

乙

゜
5cm 

第245図 石成久保出土石器実測図 (1/2)
~3 

にほぽ水平の堆積で、遺構はみられない。

出土遺物（図版108、第243図）

1はII区採集のサヌカイト製スクレイパーで、長さ47mm、幅26.5mm、厚さ5.5mm、重さ 13.3g。

旧石器と考えられる。 2はI区のグリッド①層出土の黒曜石製鏃である。先端部をごく僅かに

欠失する。長さ25.8mm、幅16.7mm、厚さ3.9mm、重さ I.lg。3は I区の SKIO埋土から出土した片

岩の板状品で石斧としてよいのかどうかはわからない。長さ81mm、幅48mm、厚さ9mm。

B. 古墳時代以降の遺構と遺物

1. 竪穴住居跡

1号住居跡（図版104、第246・251図）

SB 1の北にある。竪穴住居の壁面を欠失してカマドのみ遺存しているものと捉えたが、あ

るいは SBlとの位置関係から、この建物に付随する屋外カマドの可能性もあることを指摘し
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第247図 石成久保 I区2サ住居跡実測図 (1/60)

台形状プランを呈する。床面積12.57m'。カマドは北辺の中央やや束寄りに造り付けられてい

る。カマドを通る主軸方位はN-9.s・-E。土柱穴は P2・P4が明確ではないものの図示した

4個とみてよい。P2 -P 4間がI.Smで、それ以外は1.3mの柱間隅である。カマド前面の内側

に作業台石らしい石と L師器高杯が、 p3を取り込むビット内およびその南側｝弄j辺から須恵

器・土師器が出 tしている。 6世紀末-7世紀初頭頃に比定されよう 。

カマド （図版105、第248図） 幅60-6Scmが約62cm突出し、その先に105cmの長さの煙道が取

り付 く。煙追先端は少し窪んでいる。このカマドの燃焼部は当初は煙逍より 5cm前後低く造ら

れていたが、のちに煙道とほぽ同じ高さにまで埋めて使われている。その時燃焼部内にあった

土器は残したままであった。
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第248図 石成久保 I区2号住居跡カマド実測図 (1/30)

出土遺物（図版108、第249・250固5~16)

5~9は須恵器、 10~16は精製の土師器である。 5の杯蓋の外天井部にはヘラ記号が施され、ま

た指紋が残る。 5・6とも復原口径11cm。7の頸部内面にもヘラ記号がある。 8の外面は格子目タ

タキ、 9は平行タタキである。 10は二次熱を受けているらしい。 13は裾付近にひびが入ったの

を補修して焼成している。

2. 掘立柱建物跡

I区中央南寄りに 2棟 (SB1・2)、II区西端南側に 2棟 (SB3・4)が検出された。
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／ 10cm 

第249図 石成久保 1・2号住居跡出土土器実測図 (1/3)
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第250図 石成久保 2号住居跡出土土器実測図 (I/3)

1号掘立柱建物跡[S B 1 ] (図版106、第251図）

1号住居跡カマドの南にある。梁行は 3間で3.9mだが、桁行は東辺が3間、西辺が4間とな

って5.6mを測る。ただ東辺も 4間を意識していたものと思われる。占有面積は21.84m'。主軸

方位はN-30°-E。また、南辺の南側に最大幅45cm、長さ565cmの浅い溝がある。雨落ち溝か

目隠し塀の痕跡であろうか。 P3から 7世紀代かと思われる須恵器・土師器の破片が出土して

いるが図示しえない。
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2号掘立柱建物跡 [SB2] (図版106、第252図）

SB 1の北東にある 2X 3間の建物である。梁行は3.5~3.6m、桁行は4.8~5.0mを測る。桁

行中央の P2・P3間と P7・P8間は狭くなる。占有面積は18面。主軸方位はN-71°-W。

出土遺物はない。

3号掘立柱建物跡 [SB3] (岡版106、第252図）

2 X 3間の建物である。梁行は3.6m、桁行は5.6mを測り、桁行は柱間が東西対称となる。桁

行中央の P2・P3間と P7・P 8間は狭い。占有面積は20.16m'。主軸方位はN-16.5°-W。

出土遺物はない。

4号掘立柱建物跡 [SB4] (図版106、第253図）

SB3の北西にある 3X3間の建物である。上面を新しい溝 (SR1) に切られている。梁

行は3.7m、桁行は6.3mを測る。占有面積は23.31m. と。主軸方位はN-85°-E。
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3. 焼土坑

SXl (図版107、第254図）

I区の SB2の南、 SBlと2号住居跡のちょうど中間あたりにある。 60X70cmほどの東西

に長い楕円形プランで深さ20cm。壁面ば焼けていないが、埋土上層に焼土が入っている。土師

器片と粘土塊がはいっていたが図示しえない。

4. 土坑（図版103・108、第255~258図）

I区に SKとしたもの39基、 II区に SX2とした 1基があった。基本的に黄褐色ロームを混

入した灰褐色土もしくは淡黒色土を埋土として、陶器・磁器・鉄線のような鉄器などを出土し

ており、一見して近時の所産であることは間違いない。いもを貯蔵した穴蔵ではないか、とい

うのは調査に携わった作業員のおじさんの言である。

円形・楕円形・長方形などのプランがあり、深さは20cmから50cmほどまでがあり、あまり深

いとはいえない。個別の説明は省略し、一部について図示する。この40-----50年ほど前のもので

あろう。

出土遺物（第259図17~22)

17は磁器碗で、仏飯碗であろうか。 SKl出土。 18は染付で SK3出土。 19は青磁碗でSK

10の出土。 20は唐津系の陶器で SKl9出土。 21は土鍋片でSK20出土。 22は須恵器の高台付碗

で、 SK32出土。

5. 溝その他（図版103、第242・243図）

溝としては I区に SDl、II区に SD2~4、SRlがある。このいずれもが新しいもので

あり、畑地の区画ゃ深耕に関連するものであろう。時期的には先の SKとした土坑と同じと考

えたい。ピットは大半が淡黒色粘質土を埋土としていたが、それは地山の変化に近い様相、す

なわち柱穴とするには躊躇するような埋土であった。はっきり確認できたものはやはり新しい

ものが多いようである。

出土遺物（第259図23~26)

23は染付碗でSD2の出土。 24は青磁の鉢で SR1出土。 25・26はP6出土で、 25は陶器壺、

26は染付碗。
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V 大還端遺跡の調査

［調査経過と概要］

大還端遺跡は、試掘調査の結果、竪穴住居跡と思われる4m程の方形プランを2基検出したの

で、県道塔ノ瀬十文字小郡線の東側部分について、長さ 190mX幅47mの8,930m'を調査対象地

とした。しかし、調査区の南西部で土城墓を28基検出し、土城墓群は南側に拡がることが十分

予測されたので、南西端を長さ44mX幅Smの約350m'拡張した。その結果、 6碁の土堀墓を追

加した。

表土除去作業には重機を用い、昭和60年11月15日から II月27日まで行った。発掘調査は、翌

年早々の1月7日から開始し、 1月31日までの実質20日間に及んだ。

調査面積は9,300m'程であったが、遺構密度は非常に希薄であり、 6世紀後半の竪穴住居跡2

軒・ 掘立柱建物跡3棟・竪穴遺構l基・ピット及び8世紀中～後半の土墟墓34基が検出されたに

すぎない。土城墓は調査区南西部に群集する。調査以前は畑地・植木畑であり、深耕により遺

構の遺存状態は極めて悪い。

A. 遺構と遺物

1. 竪穴住居跡

1号住居跡（図版110・112、第261・262図）

調査区の北西端に単独で位置する。平面形は横位長方形を呈し、北西壁長4.52m、南西壁長

3.58mで、壁高は北西側で14cmと著しい削平を受ける。主柱穴は P1~4で、径0.38~0.56m、

深さ0.2~0.26mを測る。柱間は PI-2間1.52m、PI-4間2.46mの間隔を有する。カマドの対

面にあるピットは、当住居に切られ、無関係。埋土中から土師器が出土した。

カマド（第262図） 住居壁をコ字形に掘込む突出型で、北西壁中央に付設する。焚口幅25cm、

奥壁までの長さ91cmを測る。袖部には暗茶褐色土を盛っており、右袖の長さ51cm、基底部幅31

cm、残高9cm、左袖は長さ64cm、基底部幅42cm、残高8cmを測る。カマド床面中央には支脚を抜

き去った径15cmの小穴がある。煙道は削平により遺存しないものと思われる。浮いた状態で土

師器が出土した。

出土遺物（図版124、第263・266図）

土師器 (1~6) Iは球胴の甕で、床面直上とカマド内出土の破片が接合した。口縁部は肥厚せ

ずに緩く外反する。推定器高31.5cm、復原口径は31.6cm程になろう。器面調整は口縁部ヨコナ
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第261図 大四端 1号住居跡＇兵測 l't.l(1/60) 

デ、外而ハケ目

頸部破片で、

(7条/cm)、内而ヘラケズリによる。焼成は良好で、淡褐色を 7.する。2は11

[1縁部はJl巴厄せず外方に屈1111する。口径は33.4cmに復原 した。11紘部ヨコナデ、

外而T具ナデ、内1fi1ヘラケズリ調整による 悩形からして甕になるか 3は小I\~甕で、 「！径は

15.2cmに復原した。 4 ~ (iは甑片で、 4·5が撤了·.祁、 6は底部の破片である コ

Photo.18 大遠端遺跡を望む
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2 暗灰褐色土（炭化物含む）
3 2よりも粘性あり（焼土塊含む）
4 暗茶褐色土
5 4に黄色土塊（地山）含む
6 黒褐色士（炭化物含む）
7 茶褐色士（焼土含む）
8 暗茶褐色土（やや粘質）
9 8に炭化物含む
IO 暗灰褐色土（粘質）
II 暗茶褐色土（小礫含む、貼床）

第262図
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大還端 1号住居跡カマド実測図 (!/30)

゜

臨

第263図 大還端 1号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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2号住居跡 (l'J.I版 111・112、第264・265固）

調査区の北束部で、 3号建物跡の8m酉側に位憫する。平面形は長方形を望し、南喉長4.02m、

西壁艮3.72mの規模で、壁高は北壁側で0.3m遺存する。主柱穴は Pl-4で、径0.2-0.26mの柱

痕跡を確認した。柱穴の深さは0.54-0.62mと片腕程の長さがある。貼床を粂1）がしたところ、

0.4~0.65mの柱掘形を検出 した。柱間はPl-2間1.73m、P1-4間1.6mの間隔を有する。
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4 灰褐色土
5 j Iこ↓ を多く含む
6 聞州色土（貨褐色上塊含む｝
7 問褐色士 (6より鯖い）
8 貴茶褐色.i
9 'II褐色上 （貨褐色上塊合い
10 鴫船褐色J:
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第264図 大還端 2号住居跡実測屈 (1/60)
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第265図 大還端 2号住居跡カマド実測図 (1/30)

カマド（第265図） 本例も突出型で、西壁中央に付設する。遺存状態は悪く、両袖部を留め

ていない。壁体は長方形を呈し、長さ 1.03m、幅0.62m、壁高0.32mを測る。火床面には0.28m

の小ピットがあり支脚を抜き去ったものであろう。煙道の遺存状況は割合良好で、長さ 1.02m、

先端部幅0.27m、同深さ0.19mを測る。埋土中から土師器が出土した。

出土遺物（第266図）

土師器 (7・8)7はカマド内出土の小型甕の口縁部小片で、復原口径は15.8cm。8は胴下半部破

片で、甕もしくは甑になろう。外面ハケ目、内面ダイナミックなヘラケズリによる。

2. 掘立柱建物跡

1号建物跡（図版113、第267図）
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する。器面調整は外面格子タタキ、内面同心円タタキによる。焼成は堅緻で、色調は灰色を呈

する。頸部外面には「＋卜」のヘラ記号を付している。

＼ 

口
34.20m 34. 20m 

゜ 第268図 大還端 l号竪穴遺構実測図 (i/80)

゜

10cm 

第269図 大還端 1号竪穴遺構出土土器実測図 (1/4)
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4. 土壊墓（図版109・115~123、第279固）

1号土壊墓（図版116、第270図）

1号住居跡の14.5m南西側に位置する。長方形を呈し、長軸152cm、短軸34cm、深さは7cmと

著しい削平を受ける。屍床面は南側が若干下がる。小口幅が広い北西側が頭位で、頭位方向は

N-34°30, -Wを示す。出土遺物はなかった。

2号土堀墓（図版116、第270図）

1号土堀墓のSm東側に位置する。隅丸長方形を呈し、長軸135cm、短軸54cm、深さ 16cmを測

る。屍床面は中央が若干下がる。小口幅が広い西側が頭位で、頭位方向はN-84°-Wを示す。

出土遺物はない。

3号土堀墓（図版116、第270図）

1号土壊墓の7m北東側に位置する。隅丸長方形を呈し、長軸158cm、短軸75cmで、深さは7cm

と削平が著しい。屍床面は北側が高く、南側に下がっている。小口幅が若干広い南側を頭位と

すると頭位方向は S-20・-Wを示す。出土遺物はない。

4号土堀墓（図版116、第270図）

1号土城墓の9.5m南西側に位置する。大型の土堀墓で、平面形は長方形を呈し、長軸230cm、

短軸63cm、深さ25cmを測る。屍床面を一旦掘り窪め、貼床を施している。頭位は南西側で、頭

位方向は S-41°-Wを示す。床面から浮いた状態で、割れた須恵器杯身が出土した。

出土遺物（図版124、第278図）

須恵器 (I) Iは高台付杯身で、口縁部は内湾気味に開く。器高に比して口径が大きく、低めの

高台を貼付する。器高4.5cm、口径14.8cm、高台径9.9cmを測る。体部は回転ナデにより、外底

部はヘラケズリを留める。焼成は堅緻で、色調は暗灰色を呈する。

5号土堀墓（図版117、第271図）

4号土壊墓の8.5m北西側に位置する。隅丸長方形を呈し、長軸210cm、短軸70cm、深さ 19cm

を測る。屍床面は水平である。東側が頭位で、頭位方向はN-68゚30'-Eを示す。出土遺物はな

し'o

6号土塙墓（図版117、第271図）

5号土城墓の7m北西側に位置する。長円形を呈し、長軸108cm、短軸58cm、深さ27cmを測る。

頭位は西側で、頭位方向はN-72°-Wを示す。屍床面のピットは後世のもの。
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7号土塀墓（図版117、第271図）

6号土城墓のl.5m南側に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸233cm、短軸75cm、深

さ27cmを測る。屍床面は西側が一部下がっている。東側には須恵器杯身・杯蓋のセットが二個

体分あり、床面から浮いた状態で出土した。小口幅がやや広い西側を頭位とすると、供献土器

は足もとに置かれたことになる。頭位方向は S-82゚30,-Wを示す。

出土遺物（図版124、第278図）

須恵器(!~4) I・2は杯蓋で、口縁部は鳥嘴状をなす。天井部は低く、扁平な釦形の撮みを貼

付する。口縁部ヨコナデ、外天井部回転ヘラケズリによる。口径はI・2ともに13.7cmで、器高

は1が2.3cm、2は2.5cmを測る。焼成は堅緻で、暗灰色を呈する。 2ば焼き歪みが著しい。 3・4は

高台付杯身で、やや深めの器形。高台は低めで、底部はへたばる。口径は3が13.0cm、4は12.6

cmで、器高は3が4.9cm、4は5.2cmを測る。焼成は堅緻で、色調は暗灰色を呈する。

8号土漿墓（図版117、第272図）

7号土壊墓の5m南側に位置する。平面形は不整長方形を呈し、長軸204cm、短軸93cm、深さ

は29cmを測る。屍床面は中央が窪む。頭位は北東側で、頭位方向はN-55°-Eを示す。埋土中

からの出土遺物はない。

9号土堀墓（図版118、第272図）

8号土城墓の1.5m西側に位置する。長円形を呈し、長軸193cm、短軸60cm、深さ28cmを測る。

屍床面は中央が窪み、後世のピットに切られる。頭位は西側で、頭位方向はN-84°,-Wを示す。

遺物は出土していない。

10号土城墓（図版II 18、第271図）

9号土城墓のI.Sm南側に位置する。小型の土堀墓で、長軸136cm、短軸43cm、深さ 15cmを測

る。屍床面は水平で、小口幅がやや広い東側が頭位になろう。頭位方向はN-74°-Eを示す。

出土遺物はなかった。

11号土壊墓（図版118、第273図）

8号土堀墓の3m南東側に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸216cm、短軸73cm、深

さ25cmを測る。屍床面が南側に下がることから北側が頭位で、頭位方向はN-5°30'-Eを示す。

埋土中から土師器杯の小片が出土した。

出土遺物（第278図）

土師器 (1)1は杯の口縁部小破片で、口縁部は小さく立つ。口唇部は丸く納め、外面にキザミ
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目風のヘラギズがある。焼成は良好で、淡褐色を呈する。

12号土壊墓（図版118、第272圏）

10号土城墓の5m南側に位置する。長方形を呈し、長軸204cm、短軸72cm、深さ 17cmを測る。

頭位は東側で、頭位方向は S-71°-Eを示す。出土遺物はない。

13号土壊墓（図版118、第272図）

12号土城墓のIm南側に位置する。小型の土城墓で、平面形は隅丸長方形を呈し、長軸95cm、

短軸65cm、深さ26cmを測る。南東側が頭位であろう。頭位方向は S-35°-Eを示す。

14号土壊墓（図版119、第272図）

11号土渡墓のllm南側に位置する。小型の土壊墓で、平面形は長方形を呈し、長軸98cm、短

軸36cm、深さ20cmを測る。屍床面はほぼ水平で、北東側が頭位になろう。頭位方向はN-23°-

Eを示す。遺物の出土はなかった。

15号土堀墓（図版119、第273固）

14号土城墓の2.5m南東側に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸219cm、短軸57cm、

深さ27cmを測る。屍床面はほぼ水平で、 5~10cm程の貼床を施している。小口幅の広い東側が

頭位で、頭位方向はN-79°-Eを示す。出土遺物はない。

16号土堀墓（図版119、第274図）

15号土壊墓の4.Sm北側に位置する。大型の土堀墓で、平面形は隅丸長方形を呈し、長軸233

cm、短軸77cm、深さ23cmを測る。屍床面は水平で、 10cm程の貼床を施している。頭位は小口幅

が広い東側で、頭位方向は S-78゚30,-Eを示す。遺物は出土していない。

17号土堀墓（岡版119、第273図）

16号土城墓のSm北東側に位置する。隅丸長方形を呈し、長軸113cm、短軸43cm、深さ22cmを

測る。北側小口が広いことから頭位は北側になろう。頭位方向はN-0°30,-Eを示す。

18号土堀墓（図版120、第274図）

15号土城墓の2m東側に位置する。長方形を呈し、長軸206cm、短軸59cm、深さ22cmを測る。

屍床面はほぼ水平であり、小口幅が若干広い東側が頭位で、頭位方向はN-74°-Eを示す。
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19号土壊墓（図版120、第273図）

18号土壊墓の1.8m北東側に位置する。不整長方形を呈する小型の土壊墓で、長軸91cm、短

軸50cm、深さは9cmと削平が著しい。頭位は北東側になろう。頭位方向はN-37°-Eを示す。

20号土堀墓（図版120、第274図）

19号土壊墓の3.2m南東側に位置する。平面形は長方形を呈し、長軸173cm、短軸52cm、深さ

22cmを測る。屍床面は南西側に下がっており、北東側が頭位になろう。頭位方向はN-29゚30'-

Eを示す。屍床面から 10cm程浮いた状態で、須恵器杯蓋が出土している。

出土遺物（図版124、第278図）

須恵器 (I)Iは杯蓋で、鳥嘴状の口唇部を有する。天井部は低く、中央に扁平な擬宝珠形の撮

みを貼付する。口縁部ヨコナデ、外天井部回転ヘラケズリ、内面不整方向ナデ調整による。焼

成は堅緻であるが、焼き歪みが著しい。色調は暗灰色を呈する。

21号土堀墓（図版120、第273図）

18号土壊墓の3m南側に位置する。平面形は長円形を呈し、長軸104cm、短軸30cmで、深さは9

cmと削平が著しい。屍床面はほぼ水平で、浮いた状態で須恵器杯身が出土した。頭位を北側と

すると頭位方向はN-12°30'-Eを示す。

出土遺物（図版124、第278図）

須恵器 (1) 1は高台付杯身で、口縁部は直線的に開き、体部端に低めの高台を貼付する。器高

4.6cm、高台径8.5cmで、口径は11.9cmに復原した。体部は回転ナデ調整による。焼成は堅緻で、

色調は緑灰色を呈する。

22号土堀墓（図版121、第275図）

20号土漿墓の1.2m南西側に位置し、 20号とは直線的に配される。隅丸長方形を呈する大型の

土墟墓で、長軸227cm、短軸59cm、深さ25cmを測る。屍床面は10cm程の貼床を施しており、ほ

ぼ水平である。小口幅がやや広い北東が頭位で、頭位方向はN-29°-Eを示す。

23号土壊墓（図版121、第274図）

22号土城墓のIm南西側に位置する。平面形は長方形を呈し、長軸132cm、短軸44cm、深さ 13

cmを測る。屍床面は貼床を施しており、若干起伏がある。頭位方向はN-39-0 Eを示す。浮い

た状態で須恵器杯蓋が出土した。

出土遺物（図版124、第278図）

須恵器 (1) 1は高台付杯身で、体部端に下端幅0.7cmの太めの高台を貼付する。器高5.1cm、復
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原口径12.5cm、高台径8.5cmを測る。体部は回転ナデ調整による。焼成は堅緻で、色調は緑灰色

を呈する。

24号土壊墓（図版121、第275図）

20号土城墓の3.2m南東側に位置する。平面形は隅丸方形を呈し、長軸227cm、短軸46cm、深

さ19cmを測る。土堀基底部を二箇所落込み状に掘り窪め、黄褐色土と黒褐色土とで貼床を施し、

屍床面を水平にしている。小口幅が若干広い南西側を頭位とすると頭位方向は S-57°-Wを示

す。遺物の出土はない。

25号土堀墓（図版121、第275図）

11号土城墓の4.5m南東側に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸154cm、短軸45cm、

深さ7cmを測る。小口幅が若干広い南西側が頭位で、頭位方向は S-13°-Wを示す。遺物は出

土していない。

26号土壊墓（図版122、第275図）

24号土壊墓の6m北東側に位置する。隅丸長方形を呈し、長軸106cm、短軸38cmで、深さは11

cmと削平が著しい。埋土は黒褐色土で、遺物の出土はなかった。屍床面が一段高く、小口幅が

広い西側が頭位になる。頭位方向はN-87°-Wを示す。

27号土堀墓（図版122、’第276図）

24号土堀墓の1.5m南側に位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸209cm、短軸70cm、深

さ32cmを測る。屍床面はほぽ水平で、 10cm程の貼床を施している。頭位は小口幅が若干広い東

側で、頭位方向はN-87°-Eを示す。遺物の出土はなかった。

28号土堀墓（図版122、第276図）

23号土堀墓のSm南西側に位置し、 29号土堀墓を切っている。隅丸長方形を呈し、長軸151cm、

短軸43cm、深さ 15cmを測る。屍床面はほぽ水平である。小口幅が若干広い北西側を頭位とした。

頭位方向はN-58°-Wを示す。出土遺物はない。

29号土堀墓（図版122、第277図）

28号土壊墓の西側に切られて位置する。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸218cm、短軸55cm、

深さ 16cmを測る。屍床面は北東側が5cm程高くなっており、こちら側が頭位になろう。頭位方

向は S-34°-Eを示す。出土遺物はない。
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30号土壊墓（図版122、第276図）

29号土壊墓の0.8m北西側に位置し、前後に配される。隅丸長方形を呈し、長軸215cm、短軸

55cm、深さ28cmを測る。屍床面はほぼ水平で、 2~5cm程の貼床を施している。小口幅は東西と

も変わりはないが、屍床面が高い北西側を頭位とすると頭位方向はN-46°-Wを示す。遺物の

出土はなかった。

31号土堀墓（図版123、第277図）

拡張区の中央部南端で小口部を検出した土城墓で、本体は南側に延びる。 29号土城墓の2.8m

南西に位置する。ピットと重複しているが、北小口幅55cm、深さ23cmを測る。遣物は出土して

いない。

32号土壊墓（図版123、第276図）

30号土堀墓の5.5m北西側に位置する。隅丸長方形を呈し、長軸189cm、短軸61cm、深さ28cm

を測る。屍床面は貼床を施しているため水平であるが、貼床を掘り下げた結果、小ピット及び

落込みを検出した。頭位は南西側で、頭位方向はN-66°-Wを示す。出土遺物はない。

33号土堀墓（図版123、第277図）

32号土壊墓のI.Sm南西側に位置し、両者は L形に配される。平面形は隅丸長方形を呈し、

長軸200cm、短軸60cm、深さ24cmを測る。基底部を 160cmX40cmの長円形に掘り下げ、 5~10cm

程の貼床を施し、屍床面を造っている。北隅部から蓋が裏返った杯のセットが出土してい忍が、

床面から若干浮いている。

出土遺物（図版124、第278図）

須恵器 (I・2) Iは杯蓋で、鳥嘴状の口唇部を有する。天井部は低く、中央に扁平な擬宝珠形

の撮みを貼付する。口縁部ヨコナデ、外天井部回転ヘラケズリによる。焼成は堅緻であるが、

焼き歪みが著しい。 2は高台付杯身で、口縁部が若干屈曲する。高台は低めで、端部寄りに貼

付する。器高4.9cm、口径13.1cm、高台径8.5cmを測る。体部は回転ナデ調整による。

34号土漿墓（図版123、第277図）

14号土壊墓の7m北西側に位置し、南小口側は撹乱坑に切られる。平面形は隅丸長方形を呈

し、長軸120cm、短軸62cm、深さ21cmを測る。屍床面は南側に下がっており、南隅部付近から

須恵器杯身が上部から落込んだ状態で出土した。頭位は北東側で、頭位方向はN-37°-Eを示す。

出土遺物（図版124、第278図）

須恵器 (I) Iは高台付杯身で、底部端に低い高台を貼付する。体部は回転ナデ調整による。焼
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成は堅緻で、色調は暗灰色を呈する。器高4.0cm、口径12.2cm、高台径9.4cmを測る。

B. 小結

本跡では約9,300面を調査対象面積としたが、遺構密度は非常に低く、古墳時代後期の集落

跡 (6世紀後半）と奈良時代中～後半の墓地を検出したにすぎない。古墳時代後期の集落は竪

穴住居跡2軒・掘立柱建物跡3棟・竪穴遣構l基で構成されるが、各遺構は散在し、母村から隔

離された集落という印象を受ける。また、奈良時代の墓地は土壊墓が34基営まれている。

では、比較的検出例の多かった土壊墓について考察し、まとめとしたい。

ロニ
D7-1 

こ
D 7-2 

D20-1 

二二三 D11-1 

゜
10cm □ D34ー 1

第278図 大還端土城墓出土土器実測図 (!/3)
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第279図 大還端遺跡土堀墓群配置図 (i/300)



表 3 土城墓一覧表 単位： cm 

番号 平面形 長軸長 短軸長 床面長 頭位幅 足位幅 深さ 頭位 頭位方向 備 考

1 長方形 152 34 147 28 20 7 北西 N34゚30'W

2 隅丸長方形 135 54 129 44 32 16 西 N84°W 

3 隅丸長方形 158 75 151 72 60 7 南西 S20°W 

4 長方形 230 63 226 59 51 25 南西 S41゚ W 須恵器出土・貼床

5 隅丸長方形 210 70 203 62 50 19 東 N68゚30'E

6 長円形 108 58 95 37 24 27 西 N72°W 床面西側にテラスあり

7 隅丸長方形 233 75 220 65 56 27 西 S82゚30'W須恵器出土・貼床

8 不整長方形 204 93 184 71 62 29 北東 Nss'E 

， 長円形 193 60 162 32 25 28 西 N84°W 床面中央にビットあり

10 隅丸長方形 136 43 123 28 22 15 東 N74°E 

11 隅丸長方形 216 73 205 44 38 25 北 NS゚30'E

12 長方形 204 72 198 51 35 17 東 S71゚ E

13 隅丸長方形 95 65 75 35 31 26 南東 S35°E 

14 長方形 98 36 88 27 26 20 北東 N23°E 

15 隅丸長方形 219 57 198 42 30 27 東 N79°E 貼床

16 隅丸長方形 233 77 221 58 53 23 東 S78゚30'E 貼床

17 隅丸長方形 113 43 109 29 23 22 北 NO゚30'E 貼床

18 長方形 206 59 193 44 42 22 東 N74°E 貼床

19 不整長方形 91 50 82 42 36 ， 北東 N37°E 

20 長方形 173 52 157 36 36 22 北東 N29゚30'E 須恵器出土・貼床

21 長円形 104 30 95 21 16 10 北？ Nl2゚30'E 須恵器出土

22 隅丸長方形 227 59 195 47 42 25 北東 N29°E 貼床

23 長方形 132 44 126 36 33 13 北東 N39°E 須恵器出土・貼床

24 隅丸長方形 227 46 206 30 27 19 南西 S57°W 貼床

25 隅丸長方形 154 45 149 34 30 7 南西 S13°W 

26 隅丸長方形 106 38 97 32 13 11 西 N87°W 

27 隅丸長方形 209 70 119 48 39 32 東 N87゚ E 貼床

28 隅丸長方形 I 151 43 146 37 28 15 北西 N58°W 29号土城墓を切る

29 隅丸長方形 218 55 203 43 38 16 北東 S34°. E 貼床

30 隅丸長方形 215 55 201 35 32 28 北西 N46°W 貼床

31 長方形？ 55 23 ？ 

32 隅丸長方形 189 61 181 45 42 28 南東 N68°E 貼床

33 隅丸長方形 200 60 180 47 38 24 南西 S28°W 須恵器出土・貼床

34 隅丸長方形 120 62 96 37 30 21 北東 N37°E 須恵器出土
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1 . 土城墓について

①立地

本跡の土壊墓群は、朝倉爾状台地群の中央部（標高34m) に立地し、 8世紀中～後半の集落

跡が調査された塔ノ上遺跡の500m南東にあたる。本跡においては、奈良時代の集落跡は検出

されておらず、墓地が営まれている。このことは、当地が水田耕作には適さない場所、あるい

は畑地として除外された土地として認識されたが故に、墓所として士城墓が営まれたと考えら

れる。本跡から遠からずして、同時期の集落が存在するのであろう。

②形態・規模（第280図）

土層観察の結果では木棺痕跡は確認できない。また、墓堀壁面は緩やかに立上がることから

土壊墓と断定した。ただ、供献土器の出土状況はいずれも床面から浮いており、棺外副葬と考

えられ、木蓋の上に供献していた土器が木薔の腐朽とともに墓堀内に落ち込んだものと理解さ

れることから、本跡の土堀墓は木蓋土城墓と推定される。

墓堀の平面形は隅丸長方形もしくは長円形を呈する。墓壊の長さは95cm-233cmの幅があり、

大型墓（長軸長190cm以上のもの） ・中型墓（長軸長150-170cm前後のもの） ・小型墓（長軸

長90-130cm前後のもの）に大別でき、大・中型墓が成人用で、小型墓が小児用に比定される。

長軸長

2器

200 

100 

50 100cm 短軸長

第280図 大還端遺跡土城墓法量分布図 第281図 大還端遺跡土壊墓頭位グラフ
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VI 総括

ここでは本書に収録した 3遺跡を通して時代ごとに成果をまとめておこう。

まず旧石器時代ではその末期のマイクロブレイド・スクレイパー等が出土しているが遺構は

ない。この時代の主要な遺跡はもっと山手の方に立地しているのだろう。

縄文時代は早期・押型文土器が、中道で破片のみながらかなりの量が出土した。塔ノ上・上

の原遺跡等でも検出されているので、金川台地上にて早期人たちが広く活動していたことが伺

われる。中道ではごく僅かながら晩期の遺物もあり、これは高原遺跡の存在を考えればこの近

辺に該期の住居群等が埋もれている可能性もあろう。中道と石成久保に見られた落し穴状遺構

は時期を特定できないが、おそらく縄文期の所産であろう。

弥生時代では、中道で中期末の集落が検出された。 26軒の竪穴住居のうち確実なもので10軒

が火災に遭っており、きわめて特異である。丹塗りを含めた多量の土器とともに当該期の集落

分析に貴重な資料となりうるであろう。東南方約!kmにある上の原遺跡は中期中頃まで、西方2

kmほどの高原遺跡は古くみて中期末からの集落であり、この地域での弥生集落の展開がたどれ

そうである。福田台地上の遺跡群との比較対照も検討課題である。

古墳時代後期には中道・石成久保・大還端ともに6世紀後半以降の竪穴住居・掘立柱建物が

あった。しかし特に後二者は分布もまばらであり、集落の周縁部での遺構を検出しているのだ

ろう。本体はより川に近い南方にあるのではないかと思われる。

奈良時代には中道の集落と大還端の墓地群がある。中道と大還端までが約600m、大還端と

その西方にある同時期の塔ノ上遺跡までが約300mを測り、中道からその東方にある同時期の

西法寺遺跡までは約200mほどしか離れていない。つまりこの時期には最短200mくらいで集落

が形成されていることになり、塔ノ上集落の住人たちが大還端に墓地を営んだとするにはやや

距離がありすぎるように思える。しかしいくつかの集落で共同墓地を築いたということも考え

うるので、今後のさらなる検討が必要であろう。中道で短期間に多くの住居が重複している様

相は同時期の塔ノ上その他の集落でも見られるところであり、それは律令期における農民層の

居住地選択への強い規制を示しているのではないかと思われる。中道で竪穴住居と重複するこ

となく、むしろそれらを囲続するが如くに掘立柱建物が配置されているという状況の背後に階

層性を見ることも可能であろう。

中世に至り、中道で道路の側溝らしき溝が平行に検出された。近隣の他の遺跡で延長上に同

様の遺構が確認されれば道路と確定できよう。
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図版 16
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回版 18
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図版 21
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図版 23
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1 48号土坑

（北から）

2 I号円形）吉1溝
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3 15号上城
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1 I号甕棺墓
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2 2号甕棺墓
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（東から）



図版 41

． 
呵•

・―
 

．
 

． 
•• 

．
 色咀瞑淀-;~ 忌’択サ苺ー



゜
~

ヽ
●
氏
鴫
直
一

・ム、．箪ロ
・令

.
d
`
-
Gぶ

彎
＂
~
r
得
、

`•IOe9 
.＂'C
書
a

[
e
”
ミ
？＇

・--▲鬱



図版 43

． 
~..... 

． ヽ
- ... _,. 會

-- "'cl.. ... ― 
蠅膠_,, 

ー_.,C ー、~ 拿

ロ

＾
 

・し
中道遺跡出土l日石器、縄文土器 ・石器



図版 44

［ヘ
~=-,;. 

6
-

Tis 

1-1 

1-4 1-21 

1-10 

1-31 

1-13 

1-23 

1-19 

ロ
紬贔')jl/,j、＂

曇
贄

1-20 1-24 

中迫遺跡出土弥生上器 l



図版 45

4-8 

2-1 

論

6-2 

J
 

3-1 

6-6 

3.4 

6-7 

3-11 紬□l

~ . ., . ,-.,.... _ __;·--=::-~-..:~ 
3-13 

6-8 

• 3-19 6-15 

中道遺跡出土弥生土器 2



図版 46

... ., -一-ぺ
--~.. 彎：

'• . 
.. ~. 

f 
・：：

-- 10-20 
11・2 

10-22 

了
＂ヽ＇ 

11-18 

&¥i 

oa 
..  麗

~ 

-10-25 11・19~-
履 r-

曇
10-26 

11-21 

IIIV"~ —骨
謳

＂ 
a
 

饗

・・Ill 10•27 
遇

中迫遺跡出土弥生上器 3

12-8 



図版 47

.Ji/) 

，
 

13-2 

13-4 
a

ゃ`

13-33 

13-34 

13-5 

13-15 

13-44 

13-45 

13-22 

13-28 13-56 

中道遺跡出ヒ弥生土器 4



図版 48

G&. llllffl'-"':~」 琶

14-2 

l!..iii. 

16-14 

14-17 

16-17 

14-22 

ぐ- . 

. • 

. . ・'... ,'・
し・

●ヽ

'.• .' 
. , 

C 

15-2 

｀ 

17-12 

18-3 

U
 

18-4 

16-5 

ヽ
__,. ヽ

霞 噌 曼

｀ “ 16-8 18-12 

中道遺跡出土弥生上器 5



図版 49

19-11 

一

＇ 
‘ 20-31 

20-12 

a;:._ ... ←り'-!,11!1 ヂ

20-15 

ゑ：
n-rn 

r ~--~ ~; 
L 

i
 

20-22 名
21・1

20-28 

ー

｀
 ’
 

21-4 

20-30 

ヽ屯、』、
21-5 

中道遺跡出土弥生土器 6



図版 50

~=--"' 

Cl ＇ “
 21-6 

D7-1 

•-1:d 

量
雹

唱

慶

D2-7 

:' 
て」
L"ぷ

汰

{
 

r
 

一一怖
ー＇

23-8 

D7-5 

｀
 

唱

01-3 
4墨堕雹—

り

9
ヽ

1
-

｀
 

07-7 

D11-9 

D4-1 

~ がダ→~:m .. ~~ 靡配
D5-6 011-11 

中道遺跡出上弥生土器 7



図版 51

-~-:-
噴lff~ ―. , . rーイ

',.、N・.. . :~~ 
D12-7 

D12-1 

逼

r̀
 

~
-

、

.

.

 

ヽ
,
t
 
•. 

ルラ-↑≪ 一
1
-

・ヽ

t

．クゞ
‘

4

,さ

.g.” 犀
8

i
 

ー
、

、',r
、.. 

対．ぶ

r̀一
•. 
‘
 

-
f
 

．ヽ

.-．

f
ー、、'

D12-9 

012・2 

一鼈 コ瓢

17 
012-4 

Z"9 012-10 
-i... 

さ ゴ～

012-6 

012-13 

D12-11 

'"-
働‘―

-. 
.. ~... ---'- . •c; "I," 

t.~ ゞ C'

___ ._ --ー-=・-・,;-
, ¥ '  

(•.. - • 
＇ 

がc¥
l~· 

ュ・
-,:,v. ~ ._ 

•ゞ•
012-19 

中道遺跡出土弥生上器 8



図版 52

b.-. 

“ 
012・12 

＇

，
 

Z
 

!
-

.
J
9
/
 

／； .／
5
b
 

.-

•• 
9
t

 

•, 
r
 

A
.
，
 

．． 

●

,

 

1̀ユ
,． 

•• 

'， 

，
 

ヽ
ー
り

4
[．

ゲ
{
"

012-23 

~-— ・, ...... 疇嶋,.. .1 トり
fr・

~tt. L; 
,ゞ., 9

]

 D12-30 

012-32 

012-34 

ゴ
細

＇ 012-25 012-35 

中道道跡出上弥生 I.器 9



図版 53

←嗜9ー．．冑 、·~、

u‘と

芯}¢
9"

疇
し予．

5
5

を

,
1
1
.い

こゞ

ft
1i:~ 

＇璽胃日

D13-3 眉 ，
 

． 
詈細

016-10 

D13-5 

D22-11 

D13-7 

・ク,.,.ィ応.','ゞ
・ ペ螂~_,.,,,,·_..  ヽ.....-7~ ゞ•''々疇．，，．、.. 
,: ... •. .... •、

● ．ヽ．．、

.'"''' 
，● ● 

; '、,>. • • . ・I 

？名；、、:.-~、:'·\:(
. ~-:~·、なぷ雇•·<ft,~--·

D38-5 

紘

｀
 

D13-9 
~ 更~

D38-6 

匿

h
 

D13-11 D41-12 

中道遺跡出」，．弥生上器 10



図版 54

囀;-..;.• : ふ~--ゞ·--c..

~~、

K1上
D46-14 

一
e.. 

D47-4 

J
 

一
穏

5
．． ヽ

-
8
f
 

i
ぃ、

ir
 

P333 

・響恥昂.--=-- 塁

.. ~--·~"! .. _--J~ 4●J 

ダ，,.・_,"色弐賓‘ぷァぶ
拿... ~,, • .., 
令. • .. .、. . ..、
~ c-~~ 茎'.: .,-,,・・ ふ,,::.,.

K1下

K2上

P333 K2下

中道遺跡出土弥生土器 11



中 辺 遺 跡 出 上 弥 生 七 製 品

a
 

，
 

石 器

．
 

,,. 
t
 

.., 
., 
.... 

., 
.•

 
一

＾^ 
→
 
會

‘
 

~
 

＾
 ^ ..

-

-
.,, 

C
>
 

• 
＾
 

&. 
疇
,
.い，．

区 森 ゜゚



図版 56

ヽヽ
‘ 

．
 ~' 

“ 
ー

r.l 

r 4-11 

鬱' h
p
 

4
 

中道遺跡出土石器・鉄器・籾痕上器



図版 57

｀
 

1 10 I・102号住居跡

（南から）

2 101号住居跡カマド

（南から）

3 103号住居跡

（南から）
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1 104号仕店跡

（南から）

1 同上下層

（南から）

1 同上カマド



1 105号住居跡

（南から）

2 同上下層

（南から）

3 同上 カマド及び

土器出土状態

（南から）

図版 59



図版 60

1 106号住居跡

（北から）

2 同上下庖

（北から）

3 同上カマド

（南から）



IOI号建物跡

（南から）

2 102号建物跡

（南から）

3 103号建物跡

（西から）
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1 107号住居跡（北から）

2 恒lJ-. F培（北から）
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1 108号住居跡下恩

（南から）

2 fn]卜＿ カマド

（南から）

3 109号住居跡下層

（北から）
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1 110号住屈跡カマド

（南から）

2 111 ~ 1 23号住居跡 （北から ）
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2 111-122号住居跡（気球写真）
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111-115号住居跡（南から）

2 『II: 下層（南から）
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1 114号住届跡カマド

（東から）

2 115号住届跡

カマド

（南から）
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116-122号住届跡下陪（南から） 2 117号仕／占跡カマド（南から） 3 I 18号住居跡カマド（南から）
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1 ll7・118・ 1200-住居跡（南から） 2 同上下~(南から）



1 122号住居跡 （南から）

2 120号仕店跡カマド （南から：

3 122号住居跡カマド （南から：
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123号住居跡

（東から）

2 同上下層

（東から）

3 同上カマド

（東から）
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1 126号住居跡（南から）

2 127号住店跡 （南から）
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2 [28-130号住居跡

（南から）

3 131号住居跡カマド

（南から）
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口

1 133.134号住居跡 （南から）

2 134号住居跡カマド （南から）
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1 104号建物跡

（北から）

2 105号建物跡 （北から） 3 106号建物跡 （西から）
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1 112号建物跡

（咀から）

2 113号建物弥

（西から）

3 114号建物跡

（西から）
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1 l 16号建物跡

（北から）

2 117号建物跡

（北から）

3 118・I 19号建物跡

（北から）
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1 120号建物跡

（西から）

2 121号建物跡

（束から）

3 122号建物跡

（南から）
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1 30号 t坑 （西から）

2 32号土坑 （束から）

3 35号土坑 （東から）
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1 49・50号上坑

（束から）

2 SI・52号土坑

（北東から）

3 58号土坑

（東から）
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1 71号土坑（北から）

2 75号土坑（南から）
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2 I号溝瓦器出土状態
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1 SBI (東から）

2 SB2 (南から）

3 SB3 (北から）

4 S84 (南から）



図版107

1 SXI (南から）

2 SX2 (北から）

3 SX3 (東南から）
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SK6 (南から） • SK I (西から）と石成久保追跡出土遺物
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1 大環端逍跡西半部全禁（北西から）

2 大環端遺跡束半部全屎（南東から）
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1 I号住居跡（東から）

2 I司貼床掘下げ後（束から）
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1 2号住居跡 （束から）

2 I司貼床堀下げ後 （東から）
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1 I号住居跡

カマド

（南東から）

2 2号住居跡カマド （東から）



図版113

2 2号建物跡 （南束から）
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1 3号建物跡 （南西から）

2 I号竪穴逍構（北から）
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1 I材西端土城硲群全景（東から）
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1 14・15・18-24・27号土城緑（東から：
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1 I号七城硲 （東から） 2 2号上城墓 （束から：

u. 

駈
3 3号土城ふ （北から） 4 4号上城硲 （北東から）
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5号土城墓（東から） 2
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6号土城繕 （西から）

3
 

7号土堀墓（西から） 4
 

8号土城¥.(北東から）
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lO号上城墓（西から）

3 11号げ災塞（北から） 4 12・13号上堀袋（西から：
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図版120

1 18号土壊墓（西から： 2 19号土城硲 （北束から）

3 20号 I::城塞（北束から） 4 21号土城袋（南から）
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22号土漿墓 （南西から） 2 23号日災墓 （南西から）

3 24号土城繕（北東から） 4 25号 L城硲（北から）



図版122

1 26号土城品 （西から） 2 27号土墟墓（西から）

3 28・29号土城墓（南東から） 4 30号土り反¾);(南東から）
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1 31号上城墓（北から） 2 32号上城硲（東から）

3 33号上城墓 （北から） 4 34号土城墓 （北から）
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竪1-1

D23-1 

D4-1 
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D7-1 

07-2 

D33-2 

07-3 D34-1 

大磁端遺跡出 I:t器
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